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房総海域におけるキンメダイについて E 

成熟と性比

芝 田 健

はじめに
れ，これらの主な漁獲対象魚はキンメダイの他メダイ，

アコウダイ，ムツ等である。キンメダイは量的に他種

を圧して多く漁獲されていることなどから，小型船漁

業の主要な魚種となっている。近年における漁獲量は，

図2に示したとおり減少傾向がみられている状況から，

当場では昭和56年度より資源生態調査を苅ft!i.している。

白官報21で年令と成長について検討し，本報では成熟

と性比について検討したので，ここに取りまとめて報

キンメダイ (Beryxsplendens Lowe)の分布は，

日本周辺では中古11太平洋側の房総海域，相模湾，伊'5I

諸島域に多〈分布し 11 底釣漁業の重要な魚種となっ

ている。

房総海域の底釣漁業は，毎年11~ 6月まで勝浦沖(医1

1 )の水深3∞~4∞m深で，小型船による操業がみら
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図1 勝j甫ィ中キンメダイ漁場
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本研究に用いられた標本魚

漁 場 名 水深 調 査 月 日 測定魚体数

勝浦沖キンメ漁場 300m 57年11月4日 100尾
1/ 300 11月26日 72 
H 350 12月2日 100 
11 300 12月17日 82 
1/ 350 58年 l月10日 100 
1/ 250 1月25日 50 

11 300 2月4日 75 
1/ 300 2月21日 75 
1/ 300 3月9日 100 
H 300 4月6日 22 
11 350 4月19日 100 
1/ 350 5月9日 100 
!! 300 5月19日 100 

" 
300 6月30日 25 

表1

材料と方法

用いた資料は，図 1に示した勝j甫j中3∞-400m深で

主に漁獲され，天津港に水揚されたものをランダムに

抽出したものである。標本は昭和57年11月-58年6月

まで合計15標本 (1，101尾)で(表 1) ，収集した標本は

実験室に持ち帰り鮮魚のまま魚体浪l淀を行った。

測定項目は体長及び胃内容重量・生殖腺重量・卵巣

の熟度である。
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I 漁獲物の年令と体長との関係

勝浦j中のキンメ j魚f晶で漁獲され，天j幸i巷に水揚され

たキンメダイの体長t丑成を図 3に示した。これによる

と般の体長範囲は23-41cmにあり，体長モードは25-

260m， 29-30cm， 35-36cm級の小型，中型，大型群の

複数の山が出現した。

また，維では23-29cmの範囲にあり，体長モ ドは

28-29cm， 360m級の小型、大型群の双峰型を示した。

これらを表2の年令別w長と比較してみると，現在

房総海域で漁獲されているキンメダイは，雌の場合体

長25-26om，29-3Ocm， 35-36omにモードがみられる。

最初の25-26cm及び29-3Ocmは表2の3年魚及び4年

魚の[直に比べやや小さく，また後の35-36omもやや小

さいが近似的には等しいとみられる。

一方，雄の場合は体長28-29cm，360m 1こモードがみ

られ，最初の28-29cmは表2の3年魚にほぼ等しく，

後の360mは5年魚の{直に比べやや小さいが，雄の場合

にも体長モードの出現のしかたは表 2の満年令の体長

に)!f(以自91こ士すJls.しているとみられる。

果結

筆者らが則定した標本では体長20cm以下のものは，

雌雄の判別はほとんどの場合不可能で、あった。そこで

性比の計算には体長20cm以下のものは除外した。

これまでの調査で得られた雌雄別生殖腺の最大重量

のものは次のとおりであり，雌雄ともにほぼ同程度で

あった。

雌:体長43.3cm体重1，78Ug生殖腺重量126由

雄体長39.1cm体重1，375g生殖腺重量101g

また，雌の生殖腺は肉眼的に熟度を判定することが

可能であり，次の 3段階に区分l..，熟度と熟度指数の

関係について推定した。

未熟:卯粒がみられないもの…...・H ・....・H ・...・H ・..1 

半熟:卵粒がみられるが，完熟卯(透明。fl)がみら

れないもの・・......……....・H ・H ・H ・.....・H ・..u 
完熟:完熟卯がみられるもの・H ・H ・・・H ・H ・.•......• .. III 

次に，各年令ごとの熟度については漁獲物の年令と

体長の関係21(表2)から，機械的に体長を年令ごとに区

切り，雌の成魚期を 31f-魚群 4年魚群 5年魚群以

上の群に区分し，熟度段階I. II， IIIの出現比率につ

いて推定した。また性比については、各年令に該当す

る体長の雌雄の個体数を計数し，性比について検討し
〔

~。
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2)体長及び年令と熟度指数の関係

勝j甫j中漁場について雌の熟度指数の季節変化(図

5) をみると，熟度指数は11-3月の期間は余り

変化はなく，低いが 4月から噌大して 6月には

10以上のf，fが出現する。これを同図から体長及び

年令との関係でみると，熟度指数は 4-6月には

体長30cm(3年魚)以上のもので増大傾向がみら

れ，特!こ35cm(4年魚終り)以上のもので顕著で

ある。また 6月には体長が増大するもの程高く

なっている。

次に雄の熟度指数の季節変化(図 7)をみると，

雌の場合と同様に11-3月の時期は低く 4月か

らJHiくなりはじめる。 4/1以降高い期間となり10

以上の群が出現する。これを向図から体長及び年

令との関係でみると， 4-6月に熟度指数が高く

なるのは体長32-33cm(4年魚始め)以上のもの

であり，それより小型のものでは殆ど大きな季節

変化はみられない。

3 )熟度と熟度指数

房総海域に分布するキンメダイの熟度指数は雌雄

ともに， 5 -6月に高くなることから，キンメダ

イの産卵はそれu降の季節になることが推定され

これらのことから，房総海域で漁獲されているキン

メダイの年令構成は， 25-36cm台の 3-5年魚主体に

漁獲され， 2年魚， 6年魚の小型I群と大型群は少ない。
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1 )生殖腺熟度指数 (KG)の季節的推移

雌雄別に生殖腺重量をi則定l，その季節変化を図

4に示した。これによると11-6月にわたるKG

(GW /L 3 X104 )について，雌雄別の推移をみ

ると11-12月及び 1-2月は雌雄ともにKGは3以

下で低いが 3月から次第に高くなり 6月の雌

では平均11-12と高くなっている。 ー方雄では平

均13の高い群と 4以下の低い群が出現した。

35 

キンメダイ雌雄別体長組成(昭和57年

11月一58年 6月)
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体長別雄の熟度指数の季節変化
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段階に分け， 1を未熟魚， IIを半熟魚，国を完熟

魚としてあっかうことが出来る。

4)形態的変化と熟度指数の関係

一般に生物は発育過程のなかで形態的，生理的お

よび生態的にIR別されるいくつかの発育段階を経

ながら変化することが知られている41。そこでキ

ンメダイの発育段階を形態的要因として，魚体の

プロポーションを用い，生現的要因として生殖腺

の熟度指数を用いて検討する。

これによると，図5で雄の熟度指数の季節変化と

体長との関係についてみたが，さらにプロポーシ

ョンの変化と発育段階との関係を明らかにするた

め，図 8に5-6月にt"ける熟度段階Eの出現頻

度と体長との関係を示した。熟度段階困のものは

体長28cmから出現している。その頻度は31cmから

増加傾向がみられ33-34cmまで一度増加し.38-

39cmではさらに増加がみられる。この体長28cm，

33叩 1.38cmはそれぞれ 3年魚， 4 t手魚終り 5年

魚終りの体長に該当している。これらの変化から

成魚型への移行は 3年魚の終りにはほぼ成魚型

に近づき 4年魚では成魚型となることが推定さ

m れる。

月

更生

度 1

指

数

図6 体長別推の熟度指数の季節変化

る。そこで，ごの期間内における雌の生殖線の肉

眼観察による，熟度と熟度指数の関係を図 7から

みると，熟度指数1.0以下では未熟段階が多く出現

し95%を示した。1.0-2.0以下では約63%.2.0-

5.0では半熟段階カず80-85%を示している。また，

5.0-6.0では完熟段階のものが55%.6.0以上では

約90%近くを占め，ほとんどが完熟段階のものと

なる。これらの結果から熟度指数を図の右欄の 3
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図7 熟度と熟度指数との関係

100 

『も

/六/¥/¥

」
4"Ocm 

50 

30 35 

図8 5-6月における熟度段階圃の出現頻度と

体長との関係

これらのことから形態的要因と生理的要因がそ

れぞれ変化することから 3年魚終りもしくは 4

年魚始めが発育段階の区分点と考えられる。

性的に未熟在ものを未成魚，性的に成熟するもの

を成魚，成魚期の初期に当るものを生物学的最小

形とすると，房総海械に分布するキンメダイの生

物学的最小形は 3年魚の始めであり，それを境

に未成魚期と成魚期に分けることができる。また，

熟度段階聞のものが少ない 3年魚と， m段階のも

のが極めて多い 5年魚以上と，それらの中間の 3



年魚終り-4年魚終りの 3段階に分けられる。

一方，雄については肉眼観察による熟度の判定は

出来ないが，雄の熟度指数(図 6)では 4年魚か

ら増加しており，また形態もその付近から liぽ成

魚型 (32叩)に近づいている。すなわち 3年魚

終りから 4年魚始めが維の発育段階の区分点と考

えられる。したがって雄の生物学的最小型は 3年

魚の終りであり，それらを境に未成魚期に分けら

れる。

ごれらのことからキンメダイの発育段階は生理的

にも，形態的にも年令に対応した変化を示してい

る。また今回の調査では，小型魚の熟度指数が高

くなる傾向はみられなかった。

5 )産卵期

雌の成魚期を 3年魚，4年魚，5年魚以上に分け，

熟度段階1， II，聞の出現比率の季節変化を図 9

に示した。これによると 3年魚のものでは，国段

F皆のものは 6月に若干出現し， 1段階のものでは

11-1月まではすべてに出現し 2月以降減少す

る。また H段階では 2月から出現し， 3月以降増

7 

加傾向を示した。

次に 4年魚では11-3月までI段階が多く， II段

階のものは 2月及び4-5月に比較的多く出現し

た。また，田段階では 6月に60%を示したにとど

まり， 11-5月には出現していをい。

5 ;j¥魚以上の群では， 1段階の出現は11-11'1ま

で若干みられた。 E段階では11-4月まで70%を

示し，持に 1月以降多くなった。皿段階では 3月

から出現し， 5 -6月には急増し80%以 f二を示し

た。

これらのことからキンメダイの産卯は， 3年魚で

は国段階の出現は 6月にわずかの出現にとどまり，

また 4年魚についても 6月に出現しているものの

3年魚よりやや多い程度となっている。 5年魚以

上の魚体は 3月からtHs親魚の出現がみられ，月

を追うごとに増加していることから 5月以降 6

-7月を中心に産卯が行なわれていることカず推定

される。また，産卵に関与する苦手の中心は 5年魚

以上の群でありその産卵期間は長いが， 3-4年

魚の産卵は短い。
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図9 年令別熟度段階比の月変化
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図10 卯径の季節的推移(10%ホルマリン固定)

次に卯径の季節的推移について図10に示した。キ

ンメダイの卯巣は左右にわかれほぼ左右対称とな

っている。卵巣が発達してくると色彩は桜色とな

り，卵巣内の卯は大きさを異にするいくつかの卯

群で構成されている。卯巣をほぐし 1尾につき

大型卵を各50粒づっとって卯径を顕微鏡下で計測

し，各月の卯径範閥および平均値の推移によると，

11-5月までの卯径平均値は，0.3羽田以下で、小さく

未熟となっているが 6月に入ると卯径はI普大し

0.9-1.1mm，平均0.9&runて@成熟卯に近い卯の出現

がみられた。

よって卯の成熟過程は，熟度指数の推移とよくー
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致しており，卵径からみた産卵期は 6月以降 7-

8月の時期であると推定される。

6 )卯の形態

完熟した魚体(体長35cm，体重B∞自以上)の卵巣

内における卵の形態は球形で，卵径は1.02-1.06

mm，平均1.0伽m(501困測定)，卵肢には特殊な構造

はみられず~IlH莫腔は狭い。卵肢は淡黄色， 1由球は

1 1固でj由球径O.2-0.23mm，平均0.22mmであった。

なお倉田他 (1975")は，人工ふ化試験により得

られたキンメダイの卵は，直径1.09-1. 25nun平均

1.1白1m，~Ij黄径0.98- 1. 1 3mm，平均1. 08mmで卯膜

腔は狭く. ?由球は 11固でその直径0.19-0.22mm，

平均0.2mmの球形分離性の浮遊卯であるとしている。

このことから，房総海域で採摘された 6月のキン

メダイ卵巣内の卵は，人工ふ化試験11により得ら

れたものより若干小さいが，産卵期直前の卵であ

ることが推察される。

7)性比

11-6月期の雌雄全体における雌の比率(♀/古

+♀)を表3に示した。これによると，標本魚全

体の比率は0.527でありほぼ1: 1の割合を示した。

これを年令ごとにみると，雌の比率は 3-4年魚

で若干低く 5年魚ではやや高くなり 6年魚で

は増加の傾向がみられた。

また，これを季節変化でみると，熟度指数の低い

11-4月の期間には，熟度指数の高くなる 5-6

月の期間と比較すると雌の比率が高い傾向がみら

れた。

表3 勝{甫i中キンメ漁場における性比

月
年齢別雌の比率(♀/t+♀)

1 2 3 4 5 6 総計

11 0.375 0.471 0.700 1.000 0.553 

12 0.583 0.583 0.444 1.000 0.592 

1 0.364 。目5450.667 1.000 0.568 

2 0.533 。目4500.250 0.800 。目489

3 0.800 0.286 0.167 1.000 0.520 

0.500 0.524 0.500 1.000 0.548 

5 0.222 0.417 0.818 0.500 0.488 
6 0.250 0.500 0.625 1目。。。 0.488 

絵、計 0.477 0.476 0.551 0.880 0.527 

考 察

昭和57年11月から58年6月までの魚体調11定資料に基

づき，魚体各部のプロポ ションを形態的要因とし，

生殖線の熟度指数を生理的要闘として検討した。

その結果についてみると，形態と生理的作用の関係

は相互関係がみられる。すなわち，形態及び生理的要

因から分けられた雌の 3年魚群， 4年魚群 5年魚群

の各発育段階についてみると，それぞれ差がみられる。

3年魚群の群は，未成魚に近いもので産卵期は短い。

また 4年魚群もほとんど伺ピ傾向がみられた。また 5

-6年魚群の産卵期は， 3-4年魚より早〈始まり，

その期間は長い傾向が推察される。持に産卵期に土け

る成熟状況は，各発育段階により遅速がみられる。

このように成魚期になってからいくつかの発育段階

に分けられるのが，キンメダイの大きな特徴と推察さ

れる。

外部形態の成長にともなう変化と，生殖腺の季節変

化等にみられる特徴から，般の場合 3年魚の始めと推

定される。また，生物学的最小形を境に，小型のもの

は未成魚，大型のものは成魚期となる。雌の場合熟度

指数から，成魚期l主性的に未熟なものが多い 3年魚宮下，

成熟群が多くなる 4年魚群，成熟群が多い 5年魚群以

上の 3群に大別される。

キンメダイの産卵は相模様海域，豆南海域(J曽沢他，

197511 )の結果によると，卵の成熟過程，熟度指数の

推移と一致している 7-10月となっている。これらの

ことから，房総海域のキンメダイは，熟度指数及び卯

巣内の卯径の増大は 5月からみられ，最大値を示す月

は6月となっている。また，この海域で採捕したキン

メダイの卵巣内の41lの大きさは，人工ふ化試験"によ

り得られた卵径と比較すると，若干小さい程度であり，

産卵期[直前の卯であることが判明されることなどから，

産卵期は 6月以降7-8月と推察される。

要約

1 )房総海域におけるキンメダイの漁獲量は，昭和44

-49年には低水準を示し，その後増加し，昭和57

年には過去の最高を示したが，昭和58年には減少

傾向を示した。

2 )漁獲物の体長範囲は23-41cmを示し，体長モード

は25-26cm，29-3Ocm， 35-36cmにみられ，それ

らの年令構成は 3-5年魚主体にi制聾されている。

3 )群の熟度指数は， 11-12月， 1-2月は雌雄とも

に低< (3以下)， 5月以後高くをり 6月の雄で

は平均11-12のf直となる。また年令別にみると 4

-6月に熟度指数が高くなるのは 4年魚(体長33

cm)以上の群であり，それより小型のものでは殆

んど大きな季節変化はみられない。



4 )外部形態の成長に[半う変化と，生殖腺の季節変化

等にみられる特徴から，生物学的最小形は，雌の

場合3年魚終りで体長32-33cmであり，雄の場合

も3年魚から 4年魚始めにほぼ成魚型(体長32cm)

に近づいていることカ苛立定された。この生物学的

最小形より小型のものを未成魚，大型のものを成

魚期とした。

5)雌の成魚期の発育段階は生理的，形態的にも年令

に対応した変化がみられ 3年魚群 4年魚群 5

年魚群以 k苦手に分けられた。

6 )産卵時期は，卯巣内の卯の季節変化及び生殖腺熟

度指数の季節変化等によると，房総海域のキンメ

ダイは 6月以降 7-8月が産卵盛期と推察され

た。

7 )産卵に加わる大きさは，体長32cm級の 4'1'魚以上

の群で占められるが，産卵期は 5年魚群以上の群

で長く 4年魚群以下の群は短いことがjf.察され

'ゃん。
8 )房総海域における漁獲対象魚の性比は，雌の 3-

4年魚で若干{低く， 5-6年魚ではやや高い傾向

を示した。
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